
Prajnakaraguptaに よ る ヨ ー ガ 行 者 の 知

の 無 錯 乱 性 証 明 の 一 視 点

岩 田 孝

仏教論理学派におけるヨーガ行者の知覚認識1) (=ヨ ーガ行者の知)を考察するに

際 しては, ヨーガ行者の知が, 感官知や意識 と同様に, 現量 とな る為の二条件

(無分別性と無錯乱性)を 満すとい うことの証明が中心となる論題 で ある。その中

で, 後者の無錯乱性の証明に関しては次の難澗 が予想 される。ヨーガ行者の知が,

世間の人にて直接知覚されない事象一過去未来や極遠の物事一を, 修習の力によ

って目の当た りに鮮明に知覚できるとするならば, この知は世間の人の認識 と共

通 しないので, その知の妥当性は如何に確立されるのか2), むしろ, ヨーガ行 者

の知は, 実際にないもの(avidyamana)を 実際にある様相(vidyamanakara)に て

表象する故に 「それでない ものをそれ」と見る錯乱ではないか3), とい う問題 で

ある。これは, ヨーガ行者の知そのものの成立に関する本質的な問題であ り, そ

れだけに解 き明かし難い。そこでこうした問題を念頭に置きつつ, さしあたって

それを解 く為の一視点を見い出すことをもって本論の目的としたい。

陳那がヨーガ行者の知を現量の一種に組み入れた(cp.PSI.1.6cd)の を受けて,

法称はヨーガ行者の知に無分別性 と無錯乱性とが成立することを現量説において

説明している。無分別性の説明は比較的論理的であるのに対して4), 無錯乱性に

ついては 「ヨーガ行者が, 修習前に, 聞と思との二慧によって対象を確定し, そ

の後に修習の極みにおいて, 以前に確定しておいた対象, 即ち顛倒のない対象,

を捉 えるので, ヨーガ行者の知は錯乱ではない」とい う趣 旨の説明があるとは錐

も(cp.PVinIpp.72, 30-74, 4)そ の論述は説得力を欠いている。何 となれば, この

説は, 極端に言えば, 最初から正しいと判別された対象だけを選出して認識する

ので, ヨーガ行者の知は錯乱ではない, とい う見解にな り, Steinkellner教 授 も

指摘される如 く」ヨーガ行者の知の無錯乱性を根本的に説明したとは言えないか

らである5)。註解者の説にも法称以上に掘 り下げた議論は見当たらない6)。一方,

Prajhakaragupta(=Prajnakara)は, PVのPramapasiddhi章 の註において, ヨ

ーガ行者による過去 ・未来の知覚に矛盾の無いことを, 反論への論駁 とい う形で

論証 している。この論証はヨーガ行者の知の無錯乱性を吟味する上で有効な資料
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で ある。以下に, Prajnakaraの 論 証 にお ける思惟方法を跡付けてみたい。

ヨーガ行 者に よる過去 ・未来 の知覚 は錯乱 であるとい う反論 の論 旨は次 の様で

ある。(1)も し, 過 去未来 の事象 が将 に現在 に知覚 され るな らば, 現 在 に知覚 さ

れ るものは現在 の事象 であ るか ら, 過 去 ・未来 の事象 は現在 の事象 になろ う, そ

れ は不合理 であ る(cp.PVBhp.113, 14f.)。(2)仮 りに過去 ・未来 の事象 が現在 の

事象 とすれば, そ れ らは現在 に存在 する ことになるが, 過 去 ・未来 の事象 がど う

して現在 に存在 でき るのか(bhavi bhuto va katham asti) (cp.PVBh p.111, 31)。

まず, 反 論(2)へ の 論駁では, Prajhakaraは, か か る反論 の生ず る原因 が 「現

在 に存在す る」 とい う場合 の 「存在 」の意味 を反論者 が取 り違 えている点 にある,

と考 えて, ヨーガ行者 にと っての 「存在」 を次 の様 に規定す る。

〔物事が〕直接覚証されること(saksatkarapa)こ そが, この物事の存在することであ

る(bhavasyastitvam)。 ……〔世間上〕"現在にある"と 思われ るもの(vartamanabhi-

mata)(ex.柱, 瓶等)に 関してさえも…… 〔それらの〕直接覚証によってこそ, それらの存

在性が認知され, それ以外のこと 〔例えば今時間との結合(vartamanakalasalpbandha)

(cp.PVBh p.112, 7)等 〕によってではない(PVBhp.112, 1-2)。

反 論者 は世間 の常識 に従 って, 物 事 は世間的 な"今, こ こ"と い う時空限定 と

結 びつ くか ら存在す る, と思い込 むが, 実 は 「存在」 の本質 的規定 は, そ うした

世間 の時空限定 を受 ける ことではな く,「 直接覚証 され る こ と」 に あ る, 従 って

過去 ・未来 の事象 が, ヨーガ行者 によ って直接覚証 され る限 りヨーガ行者 にとっ

て存在す る, と い うことは矛盾 ではない, とPrajhakaraは 説 くの である。

所 で, ヨーガ行者の知が 「過去 ・未来や極遠の対象」 を現 に目の当た りに知覚

す るとい う様 に, 何 等かの形 で時間空間 に関係 し, しか もヨー ガ行者に とっての

存在が世間的 な時空限定に よらないので あれば, ヨ ーガ行者に とっての 「物 事の

存在」 は, 世 間的な時空系 とは別 な時空系において規定 され るのではないか, と

推察 され る。Prajhakaraの 場 合, 結 論 を先 に言 えば, ヨーガ行 者の修 習状 態での

知の説 明において, 少 くとも時 間要素 については, 日常 的時 間系 とは別 な時 間系

が意識 的に用 い られ, さ らにその時 間系 の別立 こそが ヨーガ行者 の知 の無矛盾性

(→無錯乱性)を 証 明す る重要 な論拠 とな っている。 この点 を簡単 に紹介 しよ う。

Prajhakaraは ヨ ーガ行者 による 「過去 ・未来の知覚(dareana)」 を 「〔現 に〕知

覚 され てい ない事象(adrsyamana)の 知 覚」 と置 き換 えて分析を始め る(cp.PVBh

p.113, 5ff.)。 そ の 「現 に知覚 され ない」 ことは, 修 習 してい る当の ヨーガ行 者 に

とって成立す るのではない。 もしそ うであれば, 過 去 ・未来 の知覚 は 「自身にて
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〔現 に〕知 覚 されていない事象 を 〔現 に〕知覚 する こと」になるが, これ は 「石女

の女性で も母 であ ること」 と同様不合理 と看倣 され るか らである。従 って 「現 に

知覚 されない こと」 とは, 当該 の ヨーガ行者 にと ってで は な く, そ れ 以 外 の 人

(即 ち世間の人)に とって成立す る。づま り, ヨーガ行者 に よる過去 ・未来 の 知 覚

を正確 に記述 す ると次の様 になる

〔当該のヨーガ行者〕以外 〔の世間の人〕によって 〔現に〕知覚されていない 〔という

意味で"過 去 ・未来"と 看倣される事象〕を 〔ヨーガ行者が現に〕知覚する(PVBhp.

113, 7: anyenadrsyamanam pasyati)。

世 間の人の時間系で は"過 去 ・未来"と 看倣 され る事象 が, ヨーガ行者 の時 間

系で は 「現在」 と顕われ るとい うであるか ら, こ こに は, 世 間の入 とヨーガ行者

とがそれぞれ依止す る所の時間系の相異 が導入 され て い る。換 言 す れ ば, Praj-

hakaraは 「ヨーガ行者が過去 ・未来 を現 に知覚す る」 とい う命 題 に は, 相 異 な

る二 つの時間系か らの事象規 定が混在 す る, と見抜 いたのである。将 にこの点 に

着 目して, そ れぞれの事象 が どの時 間系で成 立す るかを明確 に区別すれ ば, 先 の

反論(1)に 指 摘 された様 な 「過去 ・未来 がそのまま現在 になる」 とい う矛盾 は解

消する, とPrajhakaraは 考 えるの である。

〔世間の人の時間系で"過 去 ・未来"と 限定される〕そ 〔の事象〕は, 当 〔のヨーガ行

者〕によって 〔現に〕知覚されているが故に(drsyamanataya)そ の限 りでは 〔ヨーガ

行者にとっては〕必ず現在なのである(vartamanameva)。 ……〔ヨーガ行者の認識対

象は, 元来, 現在のみの事象であるが〕そ 〔のヨーガ行者の認識対象〕を"過 去 〔未来〕"

等 と 〔分別上限定すること〕は,〔 ヨーガ行者とは〕別な 〔世間の人が世間の時 間系 に

乗ること〕に依 らて 〔可能になる〕(PVBhp.113, 7-8)。或いは, ヨーガ行者 〔自身〕が

禅定状態より出離した後に 〔世間的時間系に戻 って〕"過 去 〔未来"等 〕と言語表現し実

践的に活動すること(vyavahara)か ら 〔可能になるのである〕(PVBhp.113, 14)。

以上 が, ヨー ガ行 者に よる過 去 ・未来 の知覚 を認 めて も, 過 去 ・未来 がその ま

ま現在 になる とい う矛盾には至 らない ことの論拠 で:あ る。 このPrajiakaraの 論

点 をま とめ ると次の様 になる。反論 者は 「ヨーガ行者 が過去 ・未来 を現在 に知覚

す る」 とい う命題 の中の"過 去 ・未来"と 現在 とが同一 の時間系 での時間様相 で

あると考 えて, 「過去 ・未来 が現在 とい うのは矛盾で ある」 と批 判す る。そ れ に

対 してPrajiakaraは, 両 者 は別 々な時間系に立つのでそ うした矛盾に陥 らない,

と論駁す る。つま り, "過 去 ・未来"と い う時間規 定 は世 間 の人 の時 間 系 上 に

あ り, 一 方 「ヨーガ行者 がそれ らを現 に知覚す る」 とい うこ と か ら帰 結 され る
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「〔それ らが〕現在 に あること, 〔それ〕 は,〔 当の〕知 覚す る 〔ヨーガ行〕者のみ

〔の時間系〕 にて成立す る……。〔 一般 に〕一一方 の 〔時 間系 での〕時 間 〔規定〕が他

方 〔の時間系 での時 聞規定〕を限定す ることは ど うして合理で あろ うか(anyakalab

katham yukto namanyasya visesakah)」(PVBhp.113, 16)。 そ れ は, 恰 も 同 じ様 に

"白"と 表現 され る もので も, 馬 の有す る白 さが牛 の白 さを限定 できな い こ と と

同様 である(cp.PVBhp.113, 17)。 従 って世 間の人の時 間系 で"過 去""未 来"と

見 える事象 が, それ とは別 な ヨーガ行者 の時間系 にて も同様 に 「過 去」「未 来」

と規定 され なけれ ばな らない必然性 は全 く無 い。それ故 にヨーガ行者が,『世 間の

人 の時 間系 で"過 去 ・未来"と され る事象 を, ヨ ーガ行者の時 間 系 上 で 「現在」

と見 る ことは, 何 等矛盾 ではない, とい うの がPrajhakaraの 見 解 であ る。

以上 に よ り, Prajnakaraに お いては, ヨーガ行者 による過去 ・未来の知覚の無

錯乱性 の証 明が 「ヨーガ行者 と世間 の人 との時間系 を別立す る」 とい う角度 から

進 め られ てい たことが明 らか になった。 この様 にして ヨーガ行者の知の無錯乱性

が示 され ると, この考 え方 をさ らに拡張 して, ヨ ーガ行者 と世間の人の時間系の

みな らず存 在系を も別 立する ことに よって, 少 くと も 「時間空間 の関与す る諸事

象 についての ヨーガ行 者の知 が錯乱 ではない こと」 を より一一般 的に示す ことが可

能 であろ うと察 せ られる。 この証 明には次の基本 的な分析 が不可欠 である。即 ち,

ヨーガ行 者の時 間系 と世 聞の人の時 間系 とが どの様 に異 なるのか, 両 者 にとって

の存在 の相異 を含 めて空 間系の相異 をどの様 な基準 に従 って立 てるか とい う点の

分析 である。 これ らの課題 については別稿 にて詳 し く論ず る予定 である。

略号PV III: Pramapavarttika現 量章PVin I: Pramapaviniscaya現 量章

PVBh: Pramapavarttikabhasya PSI: Pramapasamuccaya現 量章

「Yogijiana」: 拙稿 「ヨーガ行者の知の整合性について, 法称説を中心として」(『比較

思想の世界』(峰 島旭雄編集)1987年 出版予定)

1) ヨーガ行者の知の歴史的展開については川崎信定 「一切智者の存在論証」(『講座大

乗仏教』第九巻pp.294-339)参 照 。

2) 例 えばPVBhp.113, 26五 参照。

3) 例 えばNyayabhusapa(Bhasarvajna)P.172, 15ff.参 照 。

4) PV III283ab, 284; 戸崎宏正 『仏教認識論の研究』(上)p.377; 拙稿 「Yogijnana」

第一章 参照。

5) cp.Steinkellner, Yogische Erkenntnis als Problem im Buddhismus, in: Transzen-

denzerfahrung, Vollzugshorizont des Heils, Wien, 1978, pp. 127-128.

6) 拙稿 「Yogijiana」 第二章参照。

(早稲田大学講師)
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